
生活科学課 中岡正典 

県産スギを用いた壁の防音化について（Ⅰ） 

－スリット構造による吸音－ 
 

１．目的 

県産スギを用いた壁の防音化を図ることを目的と

して，本年度は壁の吸音性能を向上させる方法を検

討した．スギを壁表面に使用しつつ吸音性能を付与

する方法として，スギ製リブの背後に空気層を有す

るスリット構造に着目した．同工法自体は以前から

知られているが，多孔質吸音材料として樹皮繊維を

用いたり，それを被覆する不織布の流れ抵抗を変化

させた際の効果など，新たな見地からも検討を行っ

た． 

 

２．実験方法 

試作した供試体の基本形は，側面を材厚 15mmの

合板で囲まれた横900mm×縦1800mm×深さ140mm

の箱状（試料面積 1.62m
2）で，表面からスギ製リブ，

被覆用不織布，多孔質吸音材料（または空気層）の

順で構成した． 

変化させた条件は，リブの断面寸法やスリット間

隔，さらに被覆用不織布については流れ抵抗，多孔

質材料については，材料の種類と密度（ロックウー

ル，ウレタンフォーム，樹皮繊維）などで，それら

の条件が吸音特性に及ぼす影響を検討した． 

吸音性能は，残響室（容積 38m
2）の中央に供試体

を配置し，供試体 1個あたりの等価吸音面積（吸音

力）の測定により評価した（図 1）． 

 

３．結果 

まず，背後に 50mmの空気層を有する 30mm厚の

スギ板に対し，スリット，被覆用不織布，そして空

気層にロックウールを追加した際の効果を比較検討

した（図 2）．その結果，スリットとロックウールを

追加した場合には，全測定周波数帯域で顕著な吸音

性能の向上が確認できた． 

 

図 1 残響室内に設置された供試体 

スリット背後の被覆用不織布の種類（単位面積流

れ抵抗がそれぞれ 55Pa･s/m，267 Pa･s/m ，13230 Pa･

s/m）を変えて比較した場合には，流れ抵抗が大きい

不織布で，高周波帯域で吸音性能が著しく低下した． 

背後空気層に充填する多孔質吸音材料の種類を変

えて比較した場合には，いずれの材料でも空気層の

みの条件に比べ，吸音性能の向上がみられた．しか

しながら，ロックウール（80kg/m3）が特定周波数に

おけるディップが無く，最も良好な特性を示した（図

3）．また，樹皮繊維は低周波帯域以外ではロックウ

ールとほぼ同等の性能を示した． 

さらに，リブの断面寸法やスリット間隔の条件を

変化させ比較した場合には，リブの見附寸法とスリ

ット間隔を調整して開口率を小さくすると，高周波

帯域の吸音性能が低下した．またリブの見込寸法を

大きくした場合には，低周波帯域で急峻なピークが

生じた． 

以上の結果から，スギを壁表面に使用し，吸音性

能を付与する方法には，スリット構造が有効である

ことを確認した．さらに，吸音性能の向上には，背

後に用いる多孔質吸音材料の種類が大きく関係して

いることが分かった． 
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図 2 スリットと多孔質材料の追加による効果 
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図 3 背後空気層に充填する材料の種類による比較 


